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公益財団法人 日本クリスチャン・アカデミー 
２０１８年度事業報告 

 
当財団の２０１８年度の事業活動は、以下の通りである。 
 

１．事業の推進 
１）公益目的事業 
（１）関東活動センター、関西セミナーハウス活動センター 

① フォーラム事業及び研修・セミナー・体験交流事業を継続し、発

展させた。 
② アカデミー運動の理念に従って今日的な社会の課題に対する認識

を深め、それにふさわしい新規プログラムの開発に取り組んだ。 
（２）関西セミナーハウス 

① 当財団の事業展開の拠点として、関西セミナーハウス活動センタ

ーの公益目的事業に施設を提供した。 
② 当財団の目的達成に資する諸団体が行う公益目的事業を支援する

ため、宿泊施設及び会議場を諸宗教団体、労働組合、文化・社会

活動団体、教育機関・学会・研究会等に供した。 
（３）広報活動 

① 関東活動センター、関西セミナーハウス活動センター及び関西セ

ミナーハウスの活動状況について、機関紙「はなしあい」、ウェ

ッブサイト等によって継続的に情報を発信した。 
② 機関紙、ウェッブサイト等により、年度事業計画、収支予算、事

業報告、決算報告、その他当財団に関する情報を公開した。 
２）収益事業 
（１）関西セミナーハウス 

公益目的利用外の一般利用者、企業等への宿泊研修施設の貸出を行

い、その収益の一部を公益活動に資した。 
（２）日本キリスト教会館 

当財団所有の事務所用物件の一部を貸与し、その収益を公益活動に

資した。 
２．事業運営推進 

公益目的事業の推進に当たっては、継続的事業、新規プログラムを問わず、

予算計画を持ち、必要財源を確保しつつ、安定的継続可能な運営を行った。 
３．賛助会員、寄附金 
  公益法人への寄付により受けられる税制優遇措置を活用し、アカデミー運

動を支援する賛助会員および寄附者からの支援を仰いだ。 
４．財団の財政健全化 

日本キリスト教会館関連資産の運用益及び関西セミナーハウス収益の一部

を原資として、２０１８年から１０年で運用基金を１億円の水準まで戻す財

団財政の健全化の計画を立てた。 
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Ⅰ 財団本部 
 １．組織（２０１９年３月３１日現在） 
  １）理事会 理事   ６名 
  ２）監事        ２名 
  ３）評議員会 評議員  ７名   
  ４）事務局  事務局長 １名 
２．会議 
１）理事会  定時理事会       ２回 
       臨時理事会（決議省略） １回 
２）評議員会 
       定時評議員会      １回 
       臨時評議員会（決議省略）１回 

３．広報 
機関紙「はなしあい」発行 
４月（５９３号）、５月（５９４号）、６月（５９５号）、７・８月（５９

６号）、９月（５９７号）、１０月（５９８号）、１１月（５９９号）、 
１２月（６００号）、１・２月（６０１号）、３月（６０２号）（計１０回） 

４．収益事業 
   当財団が持分を有する日本キリスト教会館の一部を以下の５団体に賃貸

した。公益財団法人早稲田奉仕園、日本基督教団出版局、特定非営利活動

法人スペシャルオリンピックス日本・東京、日本基督教団全国教会婦人会

連合、東京ＹＭＣＡ 
 
Ⅱ 関東活動センター 
１．組織（２０１９年３月３１日現在） 

  １）運営委員会 運営委員  １０名 
  ２）スタッフ  所長代行  １名 
          事務局   １名 
２．会議     運営委員会 ７回 
３．プログラム活動 
１）フォーラム事業 

    （１）関東フォーラム 宗教対話 Ⅰ 
連続講座 日本キリスト教史を読む 第Ⅱ期大正篇 

            講師 戒能 信生（千代田教会牧師） 
会場 早稲田奉仕園 
第１回 ２０１８年５月１０日（木）「救世軍の指導者山室軍平

の生涯と信仰」参加者２８名 
第２回 ２０１８年６月１４日（木）「ホーリネス教会の創始者

中田重治の生涯とその信仰」参加者２７名 
第３回 ２０１８年７月１２日（木）「高倉徳太郎 その自我と

の闘いの生涯」参加者３１名 
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第４回 ２０１８年９月１３日（木）「金井為一郎 その神秘主

義的信仰と祈りの姿勢」参加者３３名 
第５回 ２０１８年１０月１１日（木）「賀川豊彦 その激動の

生涯と贖罪愛の信仰」参加者３４名 
第６回 ２０１８年１１月８日（木）「植村環 女性牧師として

の生涯と使命」参加者３６名 
第７回 ２０１８年１２月１３日（木）「矢内原忠雄の生涯とそ

の人格的信仰」参加者３５名 
（２）関東フォーラム 宗教対話 Ⅱ 

明治・大正期に建てられた教会を訪ねて（信濃町教会、番町教

会、淀橋教会）連続講座「日本キリスト教史を読む」オプショ

ナル・ツアーコンダクター 戒能 信生（千代田教会牧師） 
         ２０１８年１０月２５日（木）参加者１９名 

（３）関東フォーラム 宗教対話 Ⅲ 
「編集者がその本音を語る」 

      会場 蔵前カフェ・エクレシア 
    第１回 ２０１８年６月２２日（金） 

         講師  伊東正道（元日本キリスト教団出版局） 
聞き手 土肥研一（日本キリスト教団出版局） 
参加者１２名 

      第２回 ２０１８年１０月１９日（金） 
             講師  市川邦夫（元コイノニア舎） 

聞き手 武田利邦（農村伝道神学校講師） 
参加者１０名 

（４）関東フォーラム 宗教対話 Ⅳ 
第４回柏木義円公開講演会 
講演会「柏木義円の眼で見る今の日本」 

        共催 柏木義円研究会 
      ２０１８年１１月１７日（土） 

会場 日本キリスト教会館 
講師 山口 陽一（東京基督教大学学長） 

      参加者 ２２名 
   （５）関東フォーラム 宗教対話 Ⅴ① 

「<ことば>を届けるために、礼拝のためのボイス・トレーニン

グ」第４期 
会場 日本聖書神学校 
講師 友野 富美子（経堂緑丘教会副牧師） 

             第１回 ２０１８年５月２８日（月）   参加者７名 
           第２回 ２０１８年６月４日（月）   参加者９名 
           第３回 ２０１８年６月１１日（月）  参加者３名 
           第４回 ２０１８年６月１８日（月）  参加者７名 
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           第５回 ２０１８年６月２５日（月）  参加者６名 
   （６）関東フォーラム 宗教対話 Ⅴ② 

       「礼拝の話し方ワークショップ（ステップ・アップ講座）」 
       会場 巣鴨ときわ教会 
       講師 友野 富美子（経堂緑丘教会牧師） 

第１回 ２０１８年９月４日（火）   参加者８名 
第２回 ２０１８年１０月２日（火）  参加者４名 
第３回 ２０１８年１月６日（火）   参加者９名 
第４回 ２０１８年１２月４日（火）  参加者１２名 
第５回 ２０１９年１月９日（火）   参加者９名 
第６回 ２０１９年２月１２日（火）  参加者７名 

 ２）研修・セミナー・体験交流事業 
    （１）神学生交流プログラム 

第１０回神学生交流プログラム 
 ２０１８年３月１３日（水）～１５日（金） 

      会場  鎌倉黙想の家 
主題 「日本の教会の歩みと私たちの使命」 

   校長 関田 寛雄（青山学院大学名誉教授） 
   講師 戒能 信生（千代田教会牧師） 
      参加者７神学校から１６名 
（２）聖書を教材として用いる講座 

聖書を読む講座Ⅰ、新しい聖書の学び「マルコ福音書をジック

リと読む」Ⅰ 
共催 早稲田奉仕園 
会場 早稲田奉仕園スコットホール 
講師  山口 里子（日本フェミニスト神学、宣教センター共同デ

ィレクター） 
第１回  ２０１８年４月１０日（火）  参加者３２名 
第２回  ２０１８年５月８日（火）   参加者２５名 
第３回  ２０１８年６月１２日（火）  参加者３３名 
第４回 ２０１８年７月１０日（火）  参加者３２名 

       第５回 ２０１８年９月１８日（火）  参加者３３名 
       第６回 ２０１８年１０月９日（火） 参加者３４名 

第７回 ２０１８年１１月１３日（火）参加者３１名 
第８回 ２０１８年１２月１１日（火）参加者２３名 
第９回 ２０１９年１月８日（火）   参加者２１名 
第１０回 ２０１９年２月１２日（火）参加者２５名 
スピン・オフ企画 
山口 里子著『食べて味わう聖書の話』のレシピに基づいて「聖

書のレシピで料理して共に食べる集い」 
２０１９年３月１２日（火） 
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 会場 早稲田奉仕園キッチン、参加者２１名 
 

Ⅲ 関西セミナーハウス活動センター 
１. 組織 （２０１９年３月３１日現在） 

  １）運営委員会 運営委員  １２名 
２）スタッフ  所長代行  １名 

          事務局   １名 
２. 会議     運営委員会 ９回 

 ３. プログラム活動 
 １）フォーラム事業 

（１）修学院フォーラム 社会 
目的 昨年度に引き続いて「宗教と戦争」について考える。中

東、東北アジア、世界の平和を考える。継続テーマの「エ

ネルギーを考える」の第７回では、原発を克服する困難

と、希望について考える。 
第１回 ＜宗教と戦争を考える５＞ 

題「新渡戸稲造の平和」 
２０１８年４月２１日（土） 
講師 佐藤 全弘（大阪市立大学名誉教授） 
参加者 ８名 

第２回 題「東アジアの平和と和解―近代日本人のアジア認識

と平和の取り組みの可能性」 
    ２０１８年５月１２日（土） 

講師 山本 俊正（関西学院大学商学部教授） 
参加者 ７名 

第３回 題「民族主義と普遍主義のはざまで～旧約聖書から国

際平和を考える」 
２０１８年６月３０日（土） 
講師 月本 昭男（上智大学特任教授） 
参加者 ２８名  

第４回 ＜宗教と戦争を考える６＞ 
題「宗教改革者の戦争観」 
２０１８年１０月６日（土） 
講師 村上 みか （同志社大学神学部教授） 
参加者 ２５名 

第５回 題「武器で日本を守れるか？」 
２０１８年１２月８日（土） 
講師 岩佐 英夫（弁護士） 
参加者 １５名 

第６回 「エネルギーを考える」第７回 
題「地震国日本で原発は安全であり得るか？ 
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   なぜ再生エネルギーに踏み切れないのか？」 
２０１９年１月１３日（日）～１４日（月祝） 
「日本の原発と地震・津波・火山」 

         講師 竹本 修三（京都大学名誉教授）   
          「ドイツのエネルギー転換の思想と実践」  
                講師 木村 護朗 クリストフ（上智大学外国語学部ド

イツ語科教授） 
参加者 １９名 

第７回 題「キリスト教徒から見たナショナリズム―北方領土

交渉を中心に」 
２０１９年１月２６日（土） 
講師 佐藤 優（作家、元外務省主任分析官、同志社大

学神学部客員教授） 
参加者 ５３名   

（２）修学院フォーラム いのち 
目的 高度先端医療時代の死と、遺伝子組み換え時代の生につ

いて考える。 
       第１回  ＜老いの日をいかに生き、支えるか２＞ 

題「往きの医療 vs 還りの医療―わたしたちはどんな

死に方をしたいのか?」 
         講師 島田 宗洋（救世軍清瀬病院名誉院長） 

２０１８年１１月１０日（土） 
参加者 ２２名 

            第２回 題「ゲノム編集とデザイナー・ベビー〜ヒトの遺伝子

操作が現実に〜」   
２０１８年９月８日（土） 
講師 中山 潤一（基礎生物学研究所クロマチン制御研

究部門教授） 
参加者 １６名 

   （３）修学院フォーラム 福祉 
目的 現代を見つめ、若者の貧困を考える。社会福祉とキリスト

教を考える。 
第１回 題「『貧困世代』の未来をどう創るか～若者の貧困を考

える」 
共催 公益財団法人京都 YWCA 
会場 京都 YWCA 
２０１８年６月９日（土） 
講師 藤田 孝典（特活ほっとプラス代表理事、聖学院

大学人間福祉学部客員准教授） 
参加者 ４４名 

第２回 題「キリスト教と社会福祉―他者の痛みへのコンパッ
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ション（共感共苦）をめぐって―」 
２０１９年２月１６日（土）     
講師 木原 活信（同志社大学社会学部教授） 
参加者 １４名 

 ２）研修・セミナー・体験交流事業 
（１）開発教育セミナー 

       目的 人権・平和・環境などの地球的課題を参加型学習で学び、

私たちの社会のありようを考える。 
       第１回  題「開発教育入門セミナー 

Think Globally, Act Locally～足もとと世界をつなぐ」 
         共催 公益財団法人京都市国際交流協会 

会場 京都市国際交流会館 
２０１８年６月２４日（日） 
参加者 ４０名 

第２回 題「ビジネスで持続可能な社会をつくる  
～タオルから織りなす豊かな社会」 

オプション企画 体験ワークショップ「綿繰り、糸紡

ぎをしてみましょう」 
２０１８年７月１４日（土）～１５日（日） 
講師 池内 計司（IKEUCHI ORGANIC 株式会社代表） 
オプション企画 
講師 梅田 正之（木綿庵代表、天理高等学校教員） 
参加者 １９名 

第３回 題「ロヒンギャはなぜ難民になったのか？ 
      ～ビルマ（ミャンマー）の来し方行く末」 

２０１８年９月１５日（土）～１６日（日） 
講師 宇田 有三（フォトジャーナリスト） 
参加者 ２１名 

第４回 題「新しい日米外交を切り拓く～沖縄・安保・原発・

TPP」 
       ２０１８年１０月１３日（土）～１４日（日） 

           講師 猿田 佐世（特活「新外交イニシアティブ」事務

局長） 
参加者 １１名 

第５回 題「今、外国人研修生は～私たちの社会と人権」 
２０１８年１１月３日（土）～４日（日） 
講師 早崎 直美（RINK すべての外国人労働者とその

家族の人権を守る関西ネットワーク事務局長） 
参加者 １４名 

第６回 題「“スマート”でないスマホの裏側～鉱物資源の採掘

からＥＶまで」        
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２０１８年１２月８日（土）～９日（日） 
       講師 田中 滋（PARC アジア太平洋資料センター事務

局長） 
参加者 １４名 

（２）お茶のこころと宗教のこころプログラム 
目的 お茶と俳句を楽しみつつ、聖書の言葉を味わう。 

 題「聖書をいっしょに読みましょう」 
      座長  榎本 栄次（日本基督教団牧師） 
      第１回 ２０１８年４月１２日（木）参加者１０名 
      第２回 ２０１８年５月１０日（木）参加者１２名 
      第３回 ２０１８年６月７日（木） 参加者１２名 
      第４回 ２０１８年７月５日（木） 参加者１０名 
      第５回 ２０１８年９月６日（木） 台風により中止 
      第６回 ２０１８年１０月４日（木）参加者９名 
      第７回 ２０１８年１１月１日（木）参加者９名 
      第８回 ２０１８年１２月６日（木）参加者１１名 
   （３）展示、講演会事業 

もみじまつり 
     目的 紅葉の美しい季節に、関西セミナーハウスの施設を開放

し、お茶、お琴、音楽、美術などを楽しむ。 
     共催 関西セミナーハウス 

開催日 ２０１８年１１月２３日（金・祝） 
催し物 お茶席、邦楽席（筝曲）、フルートとピアノによる「日

本の四季を楽しむコンサート」、展示「アジアで描かれ

た聖書の世界」 
担当・演奏： 北風 宗照、藤井 宗恵、裏千家一宇会、

岩堀 敬子、園城 三花 、ナネッテ クリスチーネ ゴレ

ッツコ 
参加者 ３８０名 

 
Ⅳ 関西セミナーハウス 
１．組織（２０１９年３月３１日現在） 

１）経営委員会 経営委員  ６名 
２）人事委員会 人事委員  ４名 
３）館長代行        １名 
４）スタッフ        １７名 

２．会議 
１）経営委員会       １２回 
２）人事委員会       ６回 
 

３．特記事項 
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１）利用状況（カッコ内は前年度比、資料参照） 
①  年間の延宿泊者数 

    上期 ３,９９５名（８３％） 
    下期 ３,７４８名（９１％） 
    合計 ７,７４３名（８７％）（前年より１,１２８名減） 
 

② 個人団体比率 
団体 ６,４２５名（構成比８３％）（７０４減、前年比９０％） 
個人 １,３１８名（構成比１７％）（４２４減、前年比７５％） 

 ２）公益目的事業と収益事業分類別 
  （１）宿泊分類別 

①  公益目的事業 
・アカデミープログラム        ８１名 
・キリスト教諸団体          ３７３名 

 ・教育関係・学会・研究会     ２，１９２名 
・文化・社会活動団体、労組他  １，１０４名 

       合計                ３，７５０名 
②  収益事業 

・一般諸団体                    １，４８０名 
・一般企業                          ８５５名 
・人材育成法人                      ３６３名 
・親睦グループ １９８名 
・個人                          １，０９７名 

      合計                           ３，９９３名 
  （２）当日利用分類別 

 公益目的事業 
・アカデミープログラム ８０６名 
・キリスト教諸団体 ６７名 
・教育関係・学会・研究会 ２１４名 
・労働組合、文化・社会活動団体 １，４０６名 

       合計                           ２，４９３名 
  （３）宿泊及び当日利用合計 
     公益目的事業 ６，２４３名（７０％） 
      収益事業                          ３，９９３名（９７％） 

 
（ 以上 ） 


